
地元を少しでも、安全で暮らし易くするために・・・。

2022年5月21日

（構成）
自治会 ： 北の台第二、北の台第四、香風、栄

さつき会、深大寺東、深大寺東第一
野ケ谷第二

団 体 ： なかま・町づくり、タスクネット東京
野ケ谷通りを考える会、エンピツ広場
住みやすい野ケ谷の会

調布市北部 地域活動

「ふじみ地区自治会等連合会」

連合会は環境、安全、福祉、地域交流をテーマに活動しています。

https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

当日には、調布市長、市議会議長、大和リース役員
と当会長でテープカットが行われました。

“人がつながる、まちに広がる”をコンセプトに新たな
公共機能を持つ民間施設のオープンです。

調布市・ふじみ交流プラザは 5/16より運用開始。

BRANCH調布/大和リース （公民連携モデル事業）

BRANCH調布には、
この様な施設準備もしています。

①障がい者などがクールダウンで
きる部屋も準備されています。
②災害非常食のため、備蓄倉庫
の準備もあります。
③公共スペースには青パトの駐
車も可能、屯所として活用でき
ます。

1F：いこいのひろば、2F：みはらしのひろば
3F：あそびのひろば

①

② ③

4月22日、調布・三鷹の中心地に 新たな施設。



https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

北部地域交通のあり方・再構築を考える！

Ｂ：ワゴン車両の地域巡回交通の実証実験
火曜、金曜日の9時～15時 （1時間に1本、同時刻で運行）
乗車速報値では3人超。今後ブランチ調布の利用者などで乗降が
増加見込まれますが、利用者とバス会社のみで地域交通を維持す
のは難しい状況。
＊ワゴン車両による実証実験の課題
①杏林大学病院回り、②双方向運行、③バス停留場の増加

＊近郊他市の補助実例
三鷹市：6,000万、府中市：13,900万、稲城市：8,900万（2019年度）
三鷹市の次世代コミュニティバス運行で新たに2,862万（2022年度）
埼玉県鳩山町のデマンドタクシー運行事業で2,136万（2020年度）

花いっぱい運動・出張講座2回目を5/16開催（とりで公園）

高齢運転者に運転技能検査が義務化されました！

（BRANCH調布Walker）

「たねだんご」植え付け指導
・主催：調布市環境部緑と公園課
・指導：谷村先生（グリーンアドバイザー）
・場所：都営調布深大寺アパート（とりで公園）
＊参加 調布市花いっぱい運動実施している各団体

深大寺東第一自治会花いっぱいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
調布市緑と公園課職員

Ａ：ミニバス北路線のブランチ発は毎日１便
（毎日12:46分、調布駅北口行きが発車）
・令和2年11月の減便で毎日16便から2便となる。
・朝の1便はブランチ開店前の為立ち寄りしない。

北部地域：公共交通の課題
（ミニバス含む地域交通の整備）


